
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

日本医学会総会  へのお誘い 
               

ソ
 

４
年
に
１
度
開
か
れ
る
日
本
医
学
会
総
会
が
、
福
岡
・
大
阪
を
経
て
12
年
ぶ
り
に
東
京

ブ
で
は
、
総
会
会
期
中
の
ソ
シ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
に
美
術
部
・

真
部
を
中
心
に
、
書
道
部
や

 

来
年
４
月
２
日
（
土
）
〜
10

 

日
（
日
）

 

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
展
示
会 

写

針
で
す
。
そ
の
概
要
を

く
だ
さ
る
方
は
、
参
加

る
よ
う
、
お
願
い
申
し

 
 
 
 
 
 
 
 

 

                            
 

シ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト 
さ
っ
そ
く
準
備
委
員
会
に
参
加
、
洋
楽
部
も
何

さ
っ
そ
く
準
備
委
員
会
に
参
加
、
洋
楽
部
も
何

                                    

 

            

昨
年
、
催
し
の
実
行
団
体
で
あ
る
東
京
都
医

師
会
か
ら
「
第
25
回
総
会
の
と
き
、
医
家
芸
術

ク
ラ
ブ
で
は
、
俳
句
会
を
主
催
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
今
回
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
、
催
し
の
実
行
団
体
で
あ
る
東
京
都
医

師
会
か
ら
「
第
25
回
総
会
の
と
き
、
医
家
芸
術

ク
ラ
ブ
で
は
、
俳
句
会
を
主
催
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
今
回
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

さ
っ
そ
く
、
俳
句
部
員
に
前
回
の
記
録
（
機

関
誌
・
医
家
芸
術
＝ 

年 

月
号
）
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
意
向
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
投

句
は
可
能
だ
が
会
場
参
加
は
出
来
な
い
と
い
う

回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
、
開
催
は
困
難
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

さ
っ
そ
く
、
俳
句
部
員
に
前
回
の
記
録
（
機

関
誌
・
医
家
芸
術
＝ 

年 

月
号
）
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
意
向
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
投

句
は
可
能
だ
が
会
場
参
加
は
出
来
な
い
と
い
う

回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
、
開
催
は
困
難
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
前
回
に
は
な
か
っ
た
美
術
・
写
真
・

書
道
な
ど
の
展
覧
会
を
開
け
る
こ
と
が
分
か
り
、

 

し
か
し
前
回
に
は
な
か
っ
た
美
術
・
写
真
・

書
道
な
ど
の
展
覧
会
を
開
け
る
こ
と
が
分
か
り
、

     

へ
戻
っ
て
き
ま
す
。
わ
が
日
本
医
家
芸
術
ク

 ラ

洋
楽
部
の
有
志
ら
を
募
っ
て
、
参
加
す
る
方 

、
以
下
に
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
賛
同 

申
込
書
を
当
事
務
局
あ
て
に
ご
送
付
く
だ
さ 

上
げ
ま
す
。 

参
加
申
し
込
み
受
付
中
で
す
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ら
か
の
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
中
で
す
。 

 
さ
ら
に
、
美
術
部
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
会
員
以
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
含
め

す
で
に
申
し
込
み
が
届
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

目
下
、
考
え
ら
れ
る
具
体
的
な
条
件
を
再
生
委

員
会
責
任
者
、
美
術
部
長
の
白
矢
勝
一
氏
に
説

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

明
し

 

会
場
は
都
心
の
一
等
地 

メ
リ
ッ
ト
も
多
数 

 
 
 

美
術
部
長 

白 

矢 

勝 

一 

①
開
催
場
所 

元
東
京
都
庁
舎
の
あ
っ
た
Ｊ

Ｒ
有
楽
町
駅
前
の
「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

地
下
２
階
（
写
真
㊦
参
照
）
と
い
う
一
等
地
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
国
際
会
議
や
各
種
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
か
れ
て
お
り
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で

な
く
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
も
国
際
的
で
す
。 

②
会
場
費 

気
に
な
る
会
場
費
で
す
が
、
医

学
会
総
会
の
会
場
内
で
す
の
で
、
費
用
は
掛
か

り
ま
せ
ん
。 

③
参
加
費 

た
だ
し
、
医
師
は
参
加
費
２
万 

                 

５
千
円
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で
も
会
場
の
場
所

な
ど
か
ら
す
る
と
、
例
年
の
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン

ト
よ
り
も
割
安
で
す
。
特
に
２
パ
ネ
ル
使
用
で

出
品
さ
れ
る
と
大
変
お
得
で
す
。
ま
た
、
新
人

医
師
や
学
生
、
さ
ら
に
コ･

メ
デ
ィ
カ
ル
、
家
族 

ら
は
相
当
額
が
減
額
さ
れ

い
ま
す
。 

て

 

④
部
と
部
の
横
の
交
流 

医
家
芸
術
ク 

ラ
ブ
と
し
て
各
部
を
連
携（
美
術
、写
真
、 

書
道
）
し
展
示
が
可
能
な
た
め
、
こ
れ
ま 

で
少
な
か
っ
た
横
の
交

が
で
き
ま
す
。 

流

 

⑤
学
会
か
ら
の
表
彰 

最
優
秀
、
優
秀 

作
品
に
は
学
会
賞
、
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
委 

員
長
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
る
予
定
で
、
日 

本
医
師
会
後
援
の
公
的
に
ス
テ
イ
タ
ス
の 

あ
る
賞
を
受
賞
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り 

ま
す
。 

 

⑥
幅
広
く
ご
高
覧
頂
け
る 

展
示
会
場 

は
学
会
場
で
も
目
立
つ
、
人
通
り
の
多
い 

場
所
で
す
の
で
、
出
品
者
の
家
族
や
知
人 

ら
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
通
り
が
か
り
や 

学
会
参
加
者
多
数
の
方
々
に
も
ご
高
覧
頂 

け
ま
す
。 

パ
ネ
ル
が
最
低
数
で
60
枚
あ
り
、１
パ
ネ
ル

３
万
円
、
２
パ
ネ
ル
だ
と
４
万
円
の
予
定
。
ま

た
、
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
は
９
０
０
ミ
リ×

２
１

０
０
ミ
リ
な
の
で
、
１
パ
ネ
ル
だ
と
絵
画
で
は

縦
位
置
な
ら
30
号
、
横
位
置
な
ら
20
号
ま
で
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展
示
で
き
ま
す
。
１
０
０
号
の
よ
う
な
大
作
は

２
パ
ネ
ル
で
可
能
で
す
。 

         

⑦
ク
ラ
ブ
の
宣
伝
機
会 

多
く
の
医
師
や
関

係
の
方
々
が
全
国
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
展
示

を
通
し
て
、
当
ク
ラ
ブ
の
よ
い
宣
伝
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。 

⑧
新
入
会
員
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス 

以
上
の
よ

う
に
、
作
品
や
機
関
誌
の
展
示
に
よ
り
新
入
会

員
を
募
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。 

⑨
会
期 

「
見
出
し
」
に
記
し
ま
し
た
。
作

品
の
納
入
方
法
や
参
加
費
の
払
い
込
み
な
ど
は 

今
後
詰
め
て
行
き
ま
す
。
広
島
県
医
師
会
の
芸

術
祭
へ
は
、
出
品
作
品
を
当
方
か
ら
ま
と
め
て 

会
場
へ
送
れ
ば
、二
重
手
間
を
避
け
ら
れ
ま
す
。 

 

写
真
展
・
書
道
展
と
の
兼
ね
合
い 

写
真
展
の
場
合
は
全
紙
大
で
も
２
段
が
け
で

き
ま
す
。 

書
道
も
全
紙
、
半
切
、
茶
掛
け
、
色
紙
な
ど

多
様
な
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
数
点
飾
れ
る
で
し

ょ
う
。 

問
題
は
秋
の
展
覧
会
を
ど
う
す
る
か
―
―
で
す
。

年
間
２
回
か
、23

年
度
に
限
り
春
季
開
催
か
―

―
医
学
会
総
会
へ
の
参
加
者
の
数
で
、
判
断
す

る
こ
と
に
も
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
総
会
参
加
は
ク
ラ
ブ
か
ら
一
括
で 

 

以
上
は
概
略
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に
準
備
委

員
会
を
発
足
さ
せ
検
討
を
重
ね
る
つ
も
り
で
す

が
、
ま
ず
総
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
日
本 

医

家
芸
術
ク
ラ
ブ
か
ら
一
括
し
て
申
し
込
み
た
く

存
知
ま
す
。
事
前
登
録
で
前
記
の
参
加
費
の
よ

う
に
な
り
、か
つ
団
体
割
引
は
10
人
で
１
人
分

安
く
な
り
ま
す
。
30
人
が
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
33
人
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
差
額
分
が
準

備
費
用
や
運
営
費
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。 

前
回
参
加
の
「
俳
句
会
」
を
紹
介 

こ
こ
で
、
１
９
９
９
年
４
月
３
日
に
開
い
た

「
医
学
会
総
会 

交
歓
部
会
」
の
俳
句
会
に
つ

い
て
、
若
干
ご
説
明
し
ま
す
。 

会
場
は
南
国
酒
家
・
原
宿
迎
賓
館
。「
実
地
医

家
の
会
」
の
諸
先
生
方
と
初
の
合
同
句
会
で
し

た
。
作
品
を
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
当
ク
ラ
ブ
か

ら
俳
句
部
長
だ
っ
た
正
田
稲
洋
先
生
以
下
18

人
、
医
家
の
会
か
ら
16
人
、
合
わ
せ
て
34
人

で
し
た
。
こ
の
う
ち
出
席
は
22
人
で
す
。
事
前

に
作
者
の
名
前
を
伏
せ
た
句
集
を
参
加
者
に
届

け
、
こ
れ
を
基
に
互
選
に
よ
る
得
票
で
会
頭
賞

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。 

い
ま
、
こ
の
と
き
の
お
名
前
を
見
ま
す
と
、

正
田
稲
洋
、
大
森
暢
久
、
中
島
道
夫
、
東
出
徳

衞
、
諸
星
淳
造
、
酒
寄
淳
見
、
玉
田
太
郎
各
先

生
が
す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
齢
、
病
気
な
ど
で
退
会
さ
れ
た
方
々
が
７
人

（
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
）
も
お
ら
れ
、
現
在

医
芸
俳
壇
に
名
を
連
ね
て
お
ら
れ
る
方
は
、
小

南
丁
字
、
中
村
雄
彦
、
初
芝
澄
雄
、
福
冨
清
子
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の
４
氏
だ
け
。 

 

会
の
進
行
で
す
が
、
東
出
先
生
が
司
会
、
大

森
副
委
員
長
（
後
委
員
長
）
が
挨
拶
、
正
田
稲

洋
先
生
が
句
評
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

模
様
を
東
出
先
生
は
次
の
よ
う
に
原
稿
を
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

新
し
い
出
会
い
と
再
会
と 
東
出
徳
衞 

 

俳
句
会
は
、
当
初
〈
吟
行
会
〉
を
予
定
し
て

い
た
。
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
左
記
の
段
取

り
で
実
施
す
る
こ
と
を
「
日
医
ニ
ュ
ー
ス
」「
実

地
医
家
の
た
め
の
会
」「
医
家
芸
術
」
の
各
機
関

誌
に
、
ご
案
内
を
掲
載
し
た
（
中
略
）。 

 

三
十
四
人
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
事
務

局
か
ら
事
前
の
投
句
を
依
頼
し
た
。
出
句
は

（
Ａ
）
医
療
に
関
す
る
一
句
と
（
Ｂ
）
当
季
雑

詠
が
一
句
で
、（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
三
句
を
互
選
し
た
。
ま
た
、
医
芸
俳
句
部
委

員
・
正
田
稲
洋
先
生
（
俳
誌
「
桑
弦
」
主
宰
）

に
は
、（
Ａ
）（
Ｂ
）
か
ら
五
句
を
選
ん
で
も
ら

い
稲
洋
賞
を
贈
呈
し
た
。 

 

こ
う
し
て
当
日
の
席
上
、
晴
れ
の
授
賞
式
が

あ
り
日
本
医
学
会
総
会
会
頭
賞
な
ど
が
授
与
さ

れ
た
。
受
賞
者
み
な
さ
ま
の
、
に
こ
や
か
な
喜

び
の
挨
拶
の
後
、
稲
洋
先
生
か
ら
簡
潔
に
し
て

厳
し
い
ご
講
評
を
い
た
だ
い
た
。 

 

次
い
で
正
田
先
生
の
豪
快
な
乾
杯
の
音
頭
で
、

会
場
は
一
気
に
懇
親
ム
ー
ド
に
突
入
、
マ
イ
ク

が
テ
ー
ブ
ル
を
駆
け
回
り
、
天
衣
無
縫
？ 

な

自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
（
略
）。 

 

新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
再
会
が
あ
り
、
心

温
ま
る
句
会
で
あ
っ
た
が
、二
十
一
世
紀
の〈
吟

行
句
会
〉
を
約
し
、
大
森
先
生
の
閉
会
の
辞
で

午
後
六
時
半
す
ぎ
手
を
振
り
握
手
し
な
が
ら
原

宿
を
後
に
し
た
（
後
略
）。 

 

ち
な
み
に
表
彰
作
品
を
披
露
し
ま
し
ょ
う
。 

◇
日
本
医
学
会
会
頭
（
高
久
史

）
賞 

麿

春
の
窓
あ
け
て
退
院
告
げ
に
け
り 

中
島
道
夫 

◇
日
本
医
師
会
長
（
坪
井
栄
孝

賞 

）

モ
ニ
タ
ー
の
心
電
図
消
え
春
の
闇 

塚
田
浩
一 

◇
東
京
都
医
師
会
長
（
佐
々
木
健
雄
）
賞 

お
よ
び
正
田
稲
洋
賞
（

雑
詠
） 

当
季

燕
来
る
授
乳
時
間
の
乳
児
院 

 

仲
屋
佐
一
郎 

◇
日
本
医
家
芸
術
ク
委
員
長(

大
石
武
一)

賞 

お
よ
び
正
田
稲
洋
賞
（

詠
） 

当
季
雑

古
雛
白
き
う
な
じ
の
傾
ぎ
癖 

 
 

福
冨
清
子 

 

こ
の
ほ
か
、
稲
洋
賞
に
は
、
川
久
保
亮
、
佐

藤
洋
子
、
鈴
木
荘
一
、
中
澤
譲
二
、
青
柳
洋
一
、

鈴
木
良
戈
、
渡
辺
美
恵
子
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し

て
い
る
。 

 
 

豪
華
な
副
賞
と
お
土
産 

 

入
選
者
へ
の
副
賞
は
、
会
頭
賞
が
ク
リ
ス
タ

ル
の
三
角
錐
型
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
日
医
会
長
賞
や

都
医
師
会
長
賞
に
は
盾
。
稲
洋
賞
は
相
川
考
古

館
の
ミ
ニ
埴
輪
（
盛
装
・
弾
琴
）。
さ
ら
に
全
員

に
総
会
記
念
品
（
ガ
ラ
ス
製
文
鎮
＝
直
径
８
・

５
セ
ン
チ
）、「
稲
洋
歳
時
記
」（
先
生
の
句
か
ら

季
題
別
に
６
千
句
所
収
）
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、
大
森
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
集
「
西
方
獨
語
」

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。 

 

実
地
医
家
の
会
の
仲
屋
氏
は
、
都
医
師
会
長

賞
の
ほ
か
稲
洋
賞
を
二
つ
、
合
わ
せ
て
三
冠
を

獲
得
、
は
る
ば
る
青
森
か
ら
上
京
し
夫
人
へ
の

お
土
産
が
で
き
た
と
満
足
げ
で
し
た
。 
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